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Feature特集2012年経済予測

経済予測に使う統計ソフト
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経済予測に使うソフトとして､MicrosoftExcel(マイクロソフト･エクセル)､エク

セル統計､EViewsCイーヴユウズ)を紹介する｡3つのソフトを使って回帰分析に

よる予測法を説明する｡経済予測の基本的な考え方をマスターした後は､計量経

済学や統計学の知識を深めて､さまざまな予測に挑戦してほしい。

山津成康YamasawaNariyas・
跡見学園女子大学マネジメント学部教授

出所）内

手法で

まる「被説明変数」とに分ける。両者を最小

二乗法などの統計的手法を使って関係づけ、

説明変数を使って被説明変数を予測する。

ディズニーランドの入場者数の予測をする

場合、ディズニーランドの入場者数が被説明

変数で、それに影響を与える変数が説明変数

だ。説明変数の候補としては、国内総生産

(GDP)が考えられる。好景気で所得が多け

ればテーマパークに行く回数は増え、不景気

で所得が少なくなればレジャー支出は抑制さ

れるだろう。ディズニーランドの入場者数を

Y,、実質GDPをX,として以下の式を想定す

る。etは誤差項である。

Y,=a+bXt+et

αや6は一定の数字となる係数で、最小二

乗法で推計できる。最小二乗法は誤差の二乗

の和が最も小さくなるように、αと6を選ぶ

1ディズニーランド入場者を予測 知られ

年度と

本稿では、東京ディズニーランドの入場者

数を予測することを試みる。オリエンタルラ

ンドは、毎年入場者数を発表しているが、

2001年度以降は東京ディズニーランドと東京

デイズニーシーの合計の入場者数しか発表し

ていない。2001年度以降のディズニーランド

のみの入場者数は現状ではわからないという

ことだ。そこで、2001年度以降のディズニー

ランド入場者数の「予測」を統計ソフトを使

って試みた。

統計解析ソフトとして紹介するのは、比較

的安価で使いやすいものにした｡マイクロソ

フト社のエクセル、エクセルにアドインとし

て組み込む形の社会情報サービス社の「エク

セル統計」そして、米国IHS社のEViewsであ

る。

は四控

Y

マイ

した催

者数’

以下α

除いた

ア

こオ

GDPtf

入場老

説砿

実質民

賃金拒

最も望

統計量

推計

クする

とも呼

での値

ていれ

著者紹介

京都大学経済学部卒業。日本経済新聞社データバンク局経済情報

部、スタンフォード大学客員研究員、日本経済研究センター短期・

中期予測班総括などを経て現職。跡見学園女子大学大学院マネジ

メント研究科教授を兼務。主な著書･論文:｢実戦計量経済学入門」

日本評論社。「景気指標としての月例経済報告」『JCERDis‐

cussionPaper124」日本経済研究センター。

2回帰分析による予測

予測法としてよく使われるのが回帰分析で

ある。経済変数を予測の前提となる変数であ

る「説明変数」と説明変数に影響を受けて決
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図1ディズニーランド入場者数の推計 図2ディズニーランド入場者数の予測
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出所）内閣府、オリエンタルランド
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3エクセルによる予測

手法で、統計的に望ましい性質を持つことが

知られている。推計期間を1983年度から2000

年度として推計すると下記の式となる（係数

は四捨五入)。

Y,=-457+4.4X+e<

マイナス457に、GDP(兆円単位）を4.4倍

した値を加えた数がディズニーランドの入場

者数（万人）となる。推計値をY,とすると、

以下の式が推計値を表す。上式から誤差項を

除いたものである。

Y,=-457+4.4X

これを使うと将来の予測もできる。実質

GDPの予測値があれば、ディズニーランドの

入場者数の予測値が上式から計算できる。

説明変数の候補は、実質GDPの他にもある雲

実質民間最終消費や、実質雇用者報酬、実質

賃金指数などである。これらの変数の中で、

最も望ましいものを決めるためにさまざまな

統計量を検討する。

推計値がどれだけ実績値に近いかをチェッ

クするには決定係数R^:アールスクエアー

とも呼ぶ）を使う。決定係数はゼロから，ま

での値をとり、推計値が実績値をうまく追え

ていれば決定係数はlに近い。

エクセルを使ってこれまでの手順を実行す

ることができる。X軸を実質GDP、Y軸をデ

ィズニーランド入場者数とし、散布図を描い

てみよう（図Do2つの系列を選び、グラフ

の種類を散布図とすれば簡単に描けるはずだ。

グラフのオプションに、「近似曲線の追加」

がある。実質GDPと入場者数の関係を、直線、

2次曲線、指数関数などさまざまな曲線に当

てはめてくれる。散布図の散らばり具合をみ

ると、点の配列は直線に近そうだ。そこで、

｢線形近似」を選ぶ。グラフ内の系列を選ん

だ状態で右クリックして、「近似曲線の追加」

→「近似曲線のオプション」とし、線形近似

を選ぶ。

同じボックスの下の方に「グラフに数式を

表示する」と「グラフにR－2乗値を表示す

る」のチェックボックスがあり、これらをチ

ェックすると、2つの変数の関係式と決定係

数が表示される。

グラフ内に表示された式は最小二乗法で計

算されたものだ。この式からX軸に対応する

Y軸の値が計算できる。

推計値や予測値を計算するには、この計算

式(-457.34+4.3847X)に従って計算すれば

よい。エクセル上で簡単に計算できる。この
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FeatureI特集2012年経済予測

結果を示したのが、図2である。

2000年までは、実質GDPを使った推計値と

実績値が描かれ、2001年度以降は実質GDPを

使った予測値が示されている。先に行くほど

予測誤差は大きくなるので年度予測なら通常

2，3年先までだが、実質GDPが入手可能な

2010年度まで予測値を描いてみた。

エクセルのグラフ機能を使って予測できる

のは、「説明変数が1つだけ」の場合に限られ

る。また、決定係数以外の詳しい統計量は出

てこないので、本格的な分析をするにはほか

のソフトを使うことになる。

の当てはまり具合を見るには決定係数を使う

が、Xuや、X2Iがそれぞれ予測に役立ってい

るかどうかを調べるには、t値を見る。t値は、

｢係数がゼロ」という帰無仮説をもとに計算

され、t値がおおむね絶対値で2より大きけ

れば、仮説は棄却され、「係数がゼロでない」

ことがわかり、絶対値で2より小さければ、

係数がゼロの可能性を否定できないことを表

す。

また、必要な説明変数が入っているかどう

かを調べるには、ダービン・ワトソン比が2

に近いかどうかをチェックする。

エクセル統計の結果は、表lである。「回

帰式の精度」で、決定係数をみる。決定係数

は0.9768と高い。ダービン・ワトソン比は、

1.78で、比較的2に近い。

「回帰式に含まれる変数」で個別の説明変

数の当てはまり度合いがわかる。「偏回帰係

数」と書いてあるところが係数なので、係数

を取り出して式の形に直すと次式となる（係

数は四捨五入してある)。

F,=-484+4.4X,-13.3X,+e,

重要なのは、Xi(実質GDP)やX(夏の気

温）のr値である。X(実質GDP)のr値は

24.5と2よりかなり大きく、係数がゼロであ

る可能性は少ない。一方、X(夏の気温）の

t値は－1.2で絶対値で2より小さい。

X/の符号はマイナスなので、「夏の気温が

上がると入場者数が減る」という可能性を示

している。しかし、それは統計的に有意では

なく、実際の予測には役立たないことを示し

ている。

気象関係のデータは、夏の気温のほか春、

秋、冬の気温のデータや、降水量を使ったデ

ータがある。これらが予測に使えるかどうか

は、重回帰分析をして、＃値が有意になるか

どうかをチェックすればよい。
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4エクセル統計による予測

エクセル統計は、エクセルに組み込むアド

インソフトである。通常のエクセルのメニュ

ーに「エクセル統計」というメニューが加わ

る。エクセルの画面を使いながら、最小二乗

法の推計結果に関するさらに細かい情報を得

ることができる。

エクセル統計では、説明変数を複数に増や

すことができるoY,を変数Xのみで推計

(回帰)する場合を単回帰分析と呼び､複数の

変数で推計する場合を重回帰分析と呼ぶ。エ

クセル統計を使えば重回帰分析が簡単にでき

る。

被説明変数Zを実質GDP(X,)と、夏の

気温のデータ(X,)で推計してみよう。夏の

気温のデータは、7～9月の平均気温の平年

値からの差とした。式は以下の形となる。定

数項αのほかに、説明変数にかかる係数6,,

62を最小二乗法で計算する。

Y,=a+biXu+b2X2,+e,

最小二乗法を用いれば係数は計算できる。

ただX,や、X;でうまくZを説明できる場

合もあれば、そうでない場合もある。式全体
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表1エクセル統計の推計値出力結果
|

'三回帰分析 ……………~……T……~……………
･･･一･･･--.-.-...-.-.…--.-...----.-..十・-.-...→一"･･鋒'-.,'･･････－．．，．→'－－

回帰式に含まれる変数（偏回帰係数・信頼区間等）

変数偏回帰係数標準誤差標準i

定数項-483.969280.1205

x1i4.4442i0.1812

x2－13.2503110.8141
かどう

比が 2

)。「回

走係数

北は、

|誤差変動29493：

|全体変動’1272554： 17

変
係
数
係

明
帰
係
く

兇
到
る

を押すと、推計結果が出力される。

EViewsでは推計後､推計値と実績値のデー

タの出力はもちろん、グラフでの出力もでき

る。エクセルの項で紹介したグラフ（図2）

を簡単な操作で作ることができる。

予測値は、「forecast」というボタンを押す

ことで作成される。実績値も予測値も､簡単

にグラフで見ることができる。

エクセル統計では、推計と同時に予測値を

計算するオプションが付いているので、推計

値や予測値を出力することが簡単にできる。

5EViewsでの予測

気
は
あ
の

の
値
で
ｊ

ヨ
毛
ザ
ル
Ｉ
ョ
皿

EViewsは計量経済分析用に開発されたソ

フトで、さまざまな種類の推計を簡単に行う

ことができる。

データは、コマンドを使って読み込ませる

こともできるし、エクセルのデータをコピ

ー.アンド・ペーストして持ってくることも

できるので、便利である。

最小二乗法で推計する場合は、推計をする

画面で図3のように、被説明変数、c(定数

項)、説明変数の順に並べればよい。

〃c工lz2

また、logiy)とすれば対数で計算され、y

(－1）とすれば、1期前の〃の値が変数とし

て使われる。こうした数式を使って、新たな

変数を登録することもできる。「OK」ボタン

6ダミー変数

実証分析にはデータをよく見ることが重要

だ。実績値と推計値グラフで比べると、気付

くことがある。1988年12月に京葉線舞浜駅が

開通したため、この頃からGDPの動きに比べ

て入場者が増えている。また、ディズニーラ

ンド開業5周年に当たる1988年や10周年に当

たる1993年などで入園者が増えていることも

わかる。

これらの要因も予測に取り込むことができ

る。基本的にはゼロが入り、対象となる事件

1温が

上を示

魚では

f示し

｡春、

1たデ

ラうか

．るか
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回帰式の精居

重相関係委 決定係数’
i修1

98831
一
恥

Ｒ
－
０

’
○
１
●
１

回帰式の有意性（分散分オ

要因

回帰変重

平方7

1243060

自由度

誤差変重

R2乗

0．9768

修正R2乗 ダーピンワトソンH

1．71

AlC

205．3097

標準誤差

Rn1つnJ

10．814 －0．0500

15

－1－－e■－寺一一Fご'一一鹿Ib-PI

標準偏

1966

F値

316．1023 0．000

P値

－－－－－－－－－I一．
I
f

’
０
睡
一
ｘ

一
種
一
一
“

一
帰
一
値
一
記

一
雨
一
Ｆ
一

､0405

601．484824．525

1．5013－1．225

p 1

0．00（

0．00（

0239‘

判定
申寺

,.－L一一凸P凸．-ニーーー,--4



尾一宇1－1－

恥tionEstim郵騨繊騨鰯鰯蝿錘砺醗

I雨繭潟燕恥…雨…息悶肘…－，
andPDLterms,ORanexplicitequationlikeY=c(I)tc(2)*X.

' ”訓．』，、｜

-,

.1,-Estimations巳愉n9s:こ

刺
Method:hs-LeastSquares(NLSandARMA)

，§罰""P̂jI9B02000|
-…＝ご一翼~~~~一……一-帆=’’

一箪蕊一…一………E要三長理引』

|蝋蕊蕊寧霧繊鍵鍵潔騨鍵鍵§識騨鍵灘鍵鍵§Options

LS-LeastSquares(NLSandARMA)錘鎧墨‘“理絵…蕊麺…“劃▼

OK キャンセル

鍵畷識蕊灘 裟霊群哩憂重謹

蓉
一

3EVie ws-[師……

一一F一一F子F一~写＝ﾛｰｰｰ弓雨戸~三二I

坐

－－－罫、､.一一－

ProcQuickOptionsAdd-insWindow

一団X

『I

DependentVariable二Y
Method:LeastSquares
Date:10/17/11Time:16言O2

Sample(adjusted):19832000
Includedobservations二18afteradjustments

Va『iableCoefncientStd-Er｢o｢t-StatisticP｢Db､_

C-122.0955132.6364-0.9205360.3729

XI3.3605960.3716629.0420840.0000
DM151.688549.116143.0883630.0080

D540.5050419.291712.0996090.0544

R-squared0.987605Meandependentvar1461.500
AdjustedR-squared0.984950S.D.dependentvar273.5984
S.E.ofrearession33.56515Akaikeinfocriterion10.05798

Sumsquaredresid15772.68Schwarzcriterion10.25584
Loglikelihood-36.52186Hannan-Quinncriter.10.08527
F-statistic371.8440Durbin-WatsonStat2.253104
ProbfF-statistic)0.000000

竺蕊塗塞鐸竺塗蕊k鍵呈…蝿…撰轄

Frnr ObjectPrintNa、 F『“1 E式imat FOre[a Dtar

壷|鰹 》

DependentVariable二Y
Method:LeastSquare
Date:10/17/11Time:16:0:

Sample(adjusted):198320i
Includedobservations:18afteradiustmeni

Re5id



灘蕊……､……雲……識:癖潔識惑蕊罵霊, 瀞翻

鍵

EViewsで推計する時は、以下のように入ルもよく使われる。

力する。AYt=aAX,-b,-i+Ut(短期的関係）

ycxlDMD5<=Y,-c-dX,(長期的関係）
その結果が図4で、下記の式を表している長期的関係の式は、Xを現実の値、c+dX,

（係数は四捨五入)。を長期的な均衡状態の値と考えると、,だけ

Yt=-122+3.4X,+151.,7.DM,+40.5.D5,かい離があることを表している。短期的関係

+e.の式 は、長期的な均衡値からのかい離(を小

被説明変数（＝従属変数）は、DpendentさくするようAY,が修正されていくことを

Variableに示されている。説明変数は、表している。このメカニズムが成り立つため

Variableに列記される。Cは定数項を表し、には係数6は正（－6は負）でなければなら

その下に説明変数が続く。ない。

推計結果を見ると舞浜ダミーのr値は3.1、‘．そのほか、複数の方程式を用いたマクロ計

5周年イベントダミーのr値は2.1となり、量経済モデルがある。

両方とも有意である。また、経済理論にとらわれずに、系列自身
この推計式によれば、舞浜駅開業で、毎年の性質を使って予測する手法に時系列モデル

152万人入場者が増え、5周年ごとのイベンがある。単変数で代表的なのは自己回帰・移

トで41万人入場者が増えることがわかる。動平均(ARMA)モデルだ。それを複数の変
数に応用した多変量自己回帰(VAR)モデル

7さ ら に 進 んでなどもある。
EViewsを使った予測については、飯塚･加

経済予測の世界にはほかにもさまざまな推藤(2006)が詳しく、分析については北岡・

計法がある。EViewsで推計することができ矢野・高橋(2008)が詳しい。山津(2004)
るものについて、紹介しておこう。はさまざまな手法についてわかりやすく説明

実際には何の関係もない変数どうしの相関したものだ。経済予測一般の解説は山津
が高そうに見える「見せかけの相関」の問題(2011)を参考にしてほしい。

を回避するために、階差（＝前期差のこと）

をとって推計することが多い。階差は､4（デ 参考文献

ルタ）と表す場合が多い。多くの経済系列は、飯塚信夫･加藤久和(2006)[EViewsによる経済予測とシミュレーション入門j日本評論社

階差をとると定常になると考えられているた 北岡孝義・矢野順治・高橋青天(2008)I'EViewsで学ぶ実証
分析入門基礎編・応用編」日本評論社‘

めである。 山津成康（2004）『実戦計量経済学入門」日本評論社

AYi=a+bAXi+e,山津成康(2011)『新しい経済予測論」日本評論社

また、過去の誤差を修正するようにモデル

が組まれるという、エラーコレクシヨンモデ

一面一一一一一一ー－－
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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